
授業の考察③＜中学校＞「トラブルにならないような話し方を練習しよう」

考察の視点

支え合う人間関係を築くための支援の在り方として、ピア・メディエーションに関する活動プログラ

ムの開発をしてきました。この活動プログラムの有効性について、中学校５時間の授業を、以下のⅠ、

Ⅱの２点を視点に考察します。

授業の考察の視点

Ⅰ 本時のねらいを達成できたか

Ⅱ 次時につながる内容であったか

なお、考察のために抽出した生徒の記述については、ワークシートと振り返りシートの記述を直接引

用しています。

Ⅰ 本時のねらいを達成できたかについての考察

○は成果、◇は展開案やワークシート等の修正等に関する内容です。

本時のねらいを達成できたかを、次の表１の「本時のねらいを達成することができたかを判断する目

安」を基に、ワークシートの記述及び振り返りシートの結果と記述から考察します。

表１ 本時のねらいを達成することができたかを判断する目安

・振り返りシートの質問項目「トラブルにならないような話し方のポイントが分かりまし

たか」で 「分かった 「だいたい分かった」の合計が80％以上であること、 」

・振り返りシートの質問項目「トラブルにならないような話し方のポイントに気を付けて

練習できましたか」で 「できた 「だいたいできた」の合計が80％以上であること、 」

１ トラブルにならないような話し方のポイントの理解について

○振り返りシートの「トラブルになら

ないような話し方のポイントが分か

りましたか」の質問に対して「分か

った 「だいたい分かった」と回答」

した生徒の合計は97.1％でした（資

料１ 。ほとんどの生徒がトラブル）

にならないような話し方について理

解することができました。

資料１ トラブルにならないような話し方のポイントの理

解についてのアンケート結果(振り返りシートよ

り)
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資料３ トラブルにならないような話し方のポイント

を使った生徒の記述(ワークシートより)

２ トラブルにならないような話し方の練習について

○振り返りシートの「トラブルになら

ないような話し方のポイントに気を

付けて練習できましたか」の質問に

対して「できた 「だいたいできた」」

と回答した生徒の合計は96.1％でし

た。ほとんどの生徒がトラブルにな

らないような話し方について、その

練習を通して理解を深めることがで

きました（資料２ 。）

○生徒にとって身近な掃除の場面を設

定し、生徒は４つのポイントを使っ

た台詞づくりに取り組むことができ

ました（資料３ 。）

以上のことから、生徒はトラブルにならないような話し方についての理解を深めるとともに意欲的

に練習に参加しており、本時の授業が本時のねらいを達成する内容であったことが分かりました。

Ⅱ 次時につながる内容であったかについての考察

○は成果、◇は展開案やワークシート等の修正等に関する内容です。

次時につながる内容であったかを、Ⅰの本時のねらいを達成できたかについての考察と併せて、次の

表２の「次時につながる内容であったかを判断する目安」を基に、ワークシートの記述及び振り返りシ

ートの結果と記述から考察します。

表２ 次時につながる内容であったかを判断する目安

・振り返りシートの質問項目「学習に進んで参加することができましたか」で 「できた」、

「だいたいできた」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「今日の学習の前後で、トラブルにならないような話し方に

ついての理解や考え方が変わりましたか」で 「変わった 「少し変わった」の合計が80、 」

％以上であること

・振り返りシートの質問項目「今日学習した内容をこれからの生活に生かしていきたいと

思いますか」で 「思う 「少し思う」の合計が80％以上であること、 」

資料２ トラブルにならないような話し方のポイントを意

識した練習についてのアンケート結果(振り返りシ

ートより)
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１ 学習に進んで参加することができたかについて

○振り返りシートの「学習に進んで参

加することができましたか」の質問

に対して「できた 「だいたいでき」

た」と回答した生徒の合計は98.1％

で、ほとんどの生徒が学習に対して

意欲的に取り組んだことが分かりま

した（資料４ 。）

学習の前後の怒りについての考え方の変化について２

○振り返りシートの「トラブルになら

ないような話し方についての理解や

考え方が変わりましたか」の質問に

「 」「 」対して 変わった 少し変わった

と回答した生徒の合計は86.4％で、

ほとんどの生徒が学習の前後でトラ

ブルにならないような話し方につい

ての考え方が変わったことが分かり

（ ）。 、ました 資料５ その理由として

トラブルにならないような話し方が

理解できたことやそれがトラブルの

未然防止に役に立つと感じているこ

とを挙げていました（資料６ 。一）

方 「あまり変わらなかった 「変、 」

わらなかった」と回答した生徒の中

には、その理由として、トラブルに

ならないような話し方について「既

に知っていた 「これまでも実践し」

ていた」とあり、学習した内容が再

確認の意味をもつ生徒もいることが

分かりました（次頁資料７ 。）

資料４ 学習への参加状況についてのアンケート結果(振り

返りシートより)

資料５ トラブルにならないような話し方についての理解

や考え方の変化についてのアンケート結果(振り返

りシートより)

資料６ トラブルにならないような話し方についての

「 」「 」理解や考え方が 変わった だいたい変わった

と答えた生徒の記述(振り返りシートより)



資料９ 学習内容の今後の活用についての生徒の感想(振り返りシートより)

３ 学習内容の今後の活用について

今日学習した○振り返りシートの「

ことをこれからの生活に生かして

」の質問にいきたいと思いますか

対して「思う 「少し思う」と回答」

した生徒の合計は99.0％で、ほとん

どの生徒が学習した内容をこれから

の生活に生かしていきたいと思って

（ ）。いることが分かりました 資料８

○各自で書いたシナリオを使った練習

をグループで行い、他者の話し方と

比較することで、普段の話し方につ

いて振り返ることができたと考えま

す。また、社会で必要なスキルであ

るとも感じていることが分かりまし

た（資料９ 。）

資料７ トラブルにならないような話し方についての理解

や考え方が「あまり変わらなかった 「変わらなか」

った」と答えた生徒の記述(振り返りシートより)

資料８ 学習内容の今後の活用についての

アンケート結果 (振り返りシートより)
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以上のことから、本時の授業が本時のねらいを達成する内容であるとともに、生徒が学習に参加し

たり学習内容を活用したりする意欲が見られ、次時の学習につながる内容であったことが分かりまし

た。
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